
子ども学部 子ども学科 主要科目のねらい、特色、内容 

 

子ども学基礎演習Ａ，Ｂ 

【ねらい】 

 子ども学部で学ぶ際のガイダンス的な役割を果たす科目で、（１）子ども学とは何か、（２）子ど

も学が対象とする 問題群の把握、（３）それらを研究するにはどのような方法があるのか、（４）

自分の現在の問題関心は何か、（５）将来子ども学を自分の生活の中でどのように生かすか、とい

ったことを探求する。 

【特色】 

 子ども学に対する基礎的知識を学び、学部で開設する授業に対する興味関心を高め、4 年間の充

実した学生生活の一助としている。 

【内容】 

 初年次教育（授業を受ける事前準備と復習など、レポートの書き方、文献検索の方法、引用の規

則、研究倫理）をすると同時に、子ども学の構成要素と研究方法の理解、子ども問題に取り組む際

に求められる基礎的な事項、子どもに関する機関や施設の紹介などを行い、子ども学とは何かを考

える導入とする。 

 

子ども学入門Ａ，Ｂ 

【ねらい】 

子どもを取り巻く環境の変化が急激に進む中で、子どもをめぐる多様な問題が生じている。そう

した状況を理解し、問題に対応する力を身に付けるためには、さまざまな学問の知見を得ることが

有効である。本科目では、さまざまな学問分野が蓄積してきた子どもを対象とした研究成果を踏ま

えながら、子どもや子どもを取り巻く環境について、多角的な視点からアプローチし、その実態や

課題について探究していくことを目的としている。 

【特色】 

子ども学部の専任教員全員が関わる科目である。教育学、保育学、心理学、社会福祉学、社会学、

芸術学、看護学などのさまざまな学問分野から子どもを研究することの面白さを理解することの

できる科目である。 

【内容】 

子ども学の多様性や学際性を理解するために、子ども学部専任教員によるさまざまな学問分野の

子ども研究についての講義や、それぞれの研究関心に基づく最新の子ども学研究の紹介を行う。子

ども学を学ぶためのガイダンス的な役割を果たす科目である。 

 

  



 

子ども研究法Ａ，Ｂ 

【ねらい】 

 課題研究（卒業論文）に向けて、子どもに関する研究方法や研究課題、研究倫理についての理解

を深め、研究の完成の一助になるように設定された科目である。 

【特色】 

 複数の教員が各々の研究の手法に従い、それを解説していく。研究内容に適した手法があること

などについて事例を説明しながら指導していく。 

【内容】 

 子どもの問題について、歴史研究や文献調査、量的調査・質的調査、フィールドワーク的方法を

用いた研究への理解を深め、研究倫理とは具体的にどういうことかについても論じる。設定された

条件の中で自分の研究テーマを設定し、研究倫理に則って調査・研究を進める。 

 

キャリア形成(子ども領域)Ａ，Ｂ 

【ねらい】 

 前半は職業意識の確立と進路選択を目的に、保育職や教育職、一般企業、大学院等についての説

明とその進路を選ぶ際の必要になる事項を詳細な解説とともに理解させる。後半は、各自が選択し

た進路ごとにコース別（保育職コース、教育職コース、一般就職コース、進学コース、その他）に

キャリア形成のための指導を行う。 

【特色】 

 それぞれの専門の観点から教員がその職域に関する高い識見に基づいた解説を加える。 

【内容】 

 進路の説明、保育職とは何か、教育職とは何か、一般就職とは何か、進学について、その他の進

路について、自己分析、必要資格について、履歴書の書き方、企業研究、一般常識、面接指導、先

輩の体験談 等々きめ細やかな指導を行う。 

 

課題研究Ａ，Ｂ 

【ねらい】 

 本学部学生の４年間の学修の結実ともなる卒業論文に該当するものが課題研究である。各々の学

生が、子どもに関する興味、関心に従いテーマを設定し、それぞれの研究領域に従った方法によ

り、じっくりと学習成果をまとめ上げる準備・作業を行う。 

【特色】 

 長期にわたってゼミナール形式で各々の論文をまとめる。担当教員がそれぞれのテーマに対して

適切なアドバイスを行い、完成度の高い論文にしていく。 

【内容】 

 論文の内容は千差万別であるが、子ども学部を卒業した学生として誇れる内容の論文が数多く作

成されている。 

 


